
　京都に住んで10年以上が経ち、私はだ
いぶ関西ナイズされている（らしい）。関西
弁はもちろんのこと、「オチのない話はする
な」と言われ続けた結果、「彬子女王のす
べらない話」が研ぎ澄まされていくことになっ
た。京都人の久慈直子さんは、いつも私の
話をケラケラ笑いながら聞いてくれる。京都

人に笑ってもらえたら上等だと思っているのだが、昨年参加したデモ合
宿で、直子さんの差し金により、みんなの前で「すべらない話」を披露す
ることになった。でも、司会の松居文智さんからのリクエストは「すべる
話」。少し動揺して話の選択に戸惑い、選んだ話に今一つ納得がいか
なかったので、この場でもう一度「すべらないすべる話」をご披露したい。
　私担当の側衛は、当然私のスキーに同行しないといけないのだが、ス
キーができないのに、担当になってしまう人もいる。ジョージ（あだ名）もそ
の一人である。初めてのスキー随衛が石打だったのだが、初日が大変

な吹雪だった。昼食の時校長が、「こんな日は意外とナイターの方がいい
ですよ」と言った。「ナイターやって！」と声をかけると、笑顔で「ご遠慮申し
上げます！」とジョージ。午後も滑りに出てはみたが、ホワイトアウト状態。
早 に々撤退し、「今日は早めに上がって、ナイターに備えます」と伝えた。
　夕食の時間、ジョージを始め、警察チームは完全にリラックスした格
好で会場に現れた。「7:15くらいに出ます」と言うと、「どこに？」とジョー
ジ。「ナイター」「え？」「ナイター！」「今から？今から？今から？」と三回言っ
た。そこから男たちはすごい勢いで食事をかきこんで、部屋に駆け上がっ
ていったのだった。
　スクールの前に集合し、浅川土星コーチを先頭に麓のリフト乗り場ま
で滑り降り、振り返ると、5人ついていたはずの警察は1人しか残っていな
かった。遭難した半べそ状態のジョージと合流したのは、最後の1本のと
きだった。この遭難がトラウマになったらしく、以来ジョージは「冬の間の
京都は自分が全部行くから、スキーには行きたくない」と言うようになった
のである。おしまい。

総裁  彬子女王

SIAは日本を代表して
国際スキー教師連盟（ISIA）に
加盟しています。

8月11日は「山の日」

SIA NEWS185／P1
初校／2022.1.11
2校／2022.1.14
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会長　中島 英臣多難な時を乗り越えるために
　今シーズンはラニーニャ現象で雪の心配
もなくシーズンインしましたが、反面雪が降りす
ぎ、毎日除雪に追われる日々を過ごしている
方もいると思います。
　シーズン開始当初はコロナも収束傾向で
したが、年明けと同時にオミクロン株が増え、

修学旅行や各県の地元の小中高のスキー教室、宿泊をともなうコー
スレッスン等のキャンセルが続出しております。
　クリスマスから年末年始にかけては久 に々スキー場に出かける方も増
え、明るい兆しが見えました。しかし新年を迎え帰省や成人式、旅行等に
よる移動が多くなることでコロナの急激な感染拡大に繋がりました。
　昨年よりも各都道府県の感染者数が増えているので、国としてもま
ん延防止策をせざるを得ない状況になりました。
　期待していた「GoToトラベル」再開は先送りとなり「早くて2月以降
の再開で調整」と報道があるものの、政府は感染が落ち着いた後の
全国一斉再開を前提としており、まん延防止等重点措置が適用され
たことからも、大幅に遅れる可能性も出てきました。
　このような多難な時こそ、観光業を生業としている方 を々含めSAJ・
SIA・スノースポーツ業界が一丸となり、結束して対策を練る必要があ
ります。
　そのため今後は、昨年同様「日本スノースポーツ＆リゾーツ協議会」

から国の方に働きかけていくつもりです。
　また、令和になり多数の方々が永遠の旅立ちをなされました。髙鳥
修先生、若林省三先生、土岐良次先生は我々協会の礎となり、設立
当初から多大な貢献をしていただいた方々です。協会の代表として会
員に成り代わり感謝申し上げます。本当にありがとうございました。
　私自身若い頃や理事になってからも一緒に一献傾け、様々な経験
による助言や生き方に関してお教えいただきました。昭和から平成、そ
して令和と年号が変わり、一時代を築いた方々がお亡くなりになり、改
めて新しい時代の流れを感じる今日この頃です。
　時代と共に人の「考え方」「接し方」「伝え方」も変わってきました。
我々にとっては古いと感じるものが平成生まれにとっては新しい感覚に
なるのだから面白いものです。
　今、世界中でコロナが昨年より増えてきています。人材交流も途絶え、
経済も停滞していますが、景気のいい企業もあります。苦難の時代でも、
やり方によって企業として成り立ちます。SIAもそうありたいものです。
このような多難な時でも決して後ろ向きに物事を考えるのではなく、
SIAを後退させることなく前向きにとらえ「安全なスノースポーツをSIA」
をモットーに、SIAはコロナ対策もしっかり行っているので「安心安全」
なのだという組織にすることが大切です。この多難な時代を乗り切るに
は皆さんの協力が必要です。一丸となり乗り切っていきましょう。

• 後援（予定）／外務省、スポーツ庁、岩手県教育委員会、
　　　　　　  八幡平市、八幡平市教育委員会、八幡平市観光協会
• 協　　　賛／SIA賛助会員・株式会社岩手ホテルアンドリゾート
• 協　　　力／SIA北東北支部
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• 協　　　力／SIA北東北支部

SIAフェスティバル2022in安比高原

■申込方法／各行事の要項・申込用紙等はSIAホームページ
　　　　　　（www.sia-japan.or.jp）をご覧ください。
　　　　　　各行事 申込〆切／3月10日（木）予定

■宿　　泊／宿泊先の指定はありませんが、この行事開催にあたり多大な
　　　　　　ご協力を頂いておりますので、オフィシャルホテルANAクラウ
　　　　　　ンプラザリゾート安比高原（旧・ホテル安比グランド）のご利用
　　　　　　をお願いいたします。
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今後の新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、内容を変更また
は中止とする場合があります。 
最新の情報はホームページをご覧いただくか、SIA事務局までお問い合わ
せください。

令和4年1月11日木村濱雄元顧問弁護士が享年92歳にて永眠されました。木村濱雄先生には協会の発展にご尽力いただきました。
これまでの功労に対する深い感謝の念とともに、心から哀悼の意を表します。

訃報
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第44・45期アルペンスキーデモンストレーター選考会

第44・45期スノーボードデモンストレーター選考会

第44・45期テレマークスキーデモンストレーター選考会

アルペンスキーデモ選強化セミナー

スノーボードデモ選強化セミナー

テレマークスキーデモ選強化セミナー

会員親善ＧＳＬ(ISIAカード対応)

ＡＰ・SB・TMステージ Ⅳ検定会

AP・SB・TMイグザミナー認定会（継続）

AP・SB・TMイグザミナー認定会（新規）

ＳＩＡデモンストレーション

山岳安全講習会(ISIAカード対応)

スノースポーツ教師のための実践英語レッスン

学校長研修会

新学校長面談

新規及び継承開校セミナー

賛助会員情報コーナー（ニューモデル試乗会含む）

ウェルカムパーティー

アルペンスキー技術コンテスト

スノーボード技術コンテスト

テレマークスキー技術コンテスト

マスターズスキー技術コンテスト

ジュニアスキー技術コンテスト

マスターズスキー技術コンテスト対策レッスン

ジュニアスキー技術コンテスト対策レッスン

ジュニアスキーレッスン

スーパーゴールド検定

SIAフェスティバル2022日程 安比高原
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若林省三先生を偲んで

　公益社団法人日本プロスキー教師協会顧間である若林先生は、2021年10月12日に多くの

方たちから惜しまれつつ、まるでスキーで遥か彼方へ消え行くように天国へと旅立たれました。

　先生はSIA設立当初から、また1978年から1981年までは第三代目会長として協会の発展

にご尽力されました。とりわけ、会長在任中の1979年1月に山形県蔵王温泉スキー場におい

て開催された第11回インタースキー日本大会を、関係各位のご協力をいただきながら無事成

功裏に導いたことは先生が残された大きな足跡の一つだろうと思います。この時代、SIAはま

だ任意団体であり、人生に例えるなら青春期にあたる訳で、希望と躍進の陰で数多の難題解

決に取組まなければならなかった頃です。

　先生と言えば、1958年12月に日本初の常設プロスキースクールを開設されたことで有名

です。そして、私が初めてお会いしたのは、1969年のシーズンに現石打プロスキースクールの

スタッフとなるため三浦雄一郎&スノードルフィンスキースクールから移籍したときです。当時先

生はスクールの会長で、スクールを仕切る役目の校長は富手邦士さんでした。

　そのせいもありお話しするチャンスは限られていましたが、スクールにお見えになるとプロ顔

負けの民謡を歌うなど大変ご機嫌でした。

　その後、お二人には遠大なるスキー場開発の話が持ち上がるなど、紆余曲折を経て先生は

志賀高原に スクールの拠点を移され、石打のスクールは私と妻（鈴木みすず）がお引き受けす

ることになりました。今もう一度思い起こすと、先生はいつも物静かにお話をされ、誰からも好

かれる大変気立ての良い方でした。

　スキー界の大先輩にあたる先生には、心からの感謝と共にご冥福をお祈り申し上げる次第で

す。願わくならば、スキーが再び多くの人々に愛されるときがやって来ることを天国から見守って

ください。

合掌　

顧問
馬淵 雄一
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土岐良次さんを偲ぶ

　私たちが敬愛する土岐良次さんが亡くなられました。

　謹厳実直で温厚なお人柄は、多くの会員より信頼を受けておりました。

　日本職業スキー教師協会が設立、スタートをしたのは、赤坂プリンスホテルで1968年11月

30日でした。

　当時のスポーツ界はアマチュア至上主義とでも言うか、スポーツで生計を立てることを認め

ない風潮が主流でした。そのような時代にプロスキー教師の集団が組織されたのです。

　土岐さんは、これからの時代の変化、流れを敏感に感じられたのでしょうか。

　大好きな蔵王温泉スキー場を舞台に、スキー学校（エルバッハスキースクール、後のZAOフ

ライツァイトシーシューレ）を1969年開校、SIAに加盟しました。

　スキー学校を始められる前は、堪能な英語を生かしてスキー産業界のビジネスマンとして活

躍されていました。

　SIAに加盟されてからは、望まれて役員を多年に渡り務められました、1983年から1987年は専

務理事を、1991年から2003年は副会長を、2003年からは顧問をお引き受けくださいました。

　任期中には、SIAが加盟するISIA(国際スキー教師連盟)の年次総会に出席され、SIAの国

際化にも寄与されました。

　SIAの揺籃期とも言うべき時代に永く、正しい道筋を示していただいたことに深い敬意と感

謝と共に、安らかにお眠りされんことを祈ります。

　土岐良次さん、ありがとうございました。

最高顧問
杉山 進



3. 資格更新　 （2）活動会員は下記に定める救急法講習会のいずれかを受講し修了する。
　　　　　　　　ただし、それぞれの有効期限内に更新しなければなならない。
　　　　　　　　①消防署　普通救命講習または上級救命講習または応急手当普及員
　　　　　　　　②日本赤十字社　救急法基礎講習または救急法救急員養成講習
　　　　　　　　③上記①、②の講習会と同等の内容を有する講習（教育部が認めたもの）
　　　　　　　　④医師、看護師等の医療資格保持者は、受講したことと見做す

会員
研修規程

活動会員には救急法講習を受講することが義務付けられています。
下記のいずれかに参加し、認定証・受講証・修了認定カードのコピー（画像可）をSIA事務局に提出してください。

会員研修会の単位も取得できます。
・SIAまたはSIA各支部主催の講習会等に参加した場合、申請方法・登録料等については、主催者の指示に従ってください。
・個人で受講した場合、認定証・受講証・修了認定カードのコピー（画像可）に単位登録申請用紙と登録料を添えて、SIA事務局に提出してください。
　※単位取得を希望しない場合は、単位登録申請用紙と登録料は不要です。

・消防署普通救命講習
・日本赤十字社救急法基礎講習
　登録料：1,000円　取得単位：2単位

・消防署上級救命講習
・日本赤十字社救急法救急員養成講習
・消防署応急手当普及員養成講習

登録料：2,000円　取得単位：4単位個人で
受講した
場合
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　活動状況によって「活動会員」と「維持会員」に明確に分け、4年毎の
更新制となっています。
1．更新年度は各会員の入会年度により異なり、入会した年度より起算して
4年毎に更新年度が決定されます。
2．活動会員になろうとする場合、4年間（ＳＩＡ会計年度4期）に8単位取得
と救急法の資格が有効であることが必要条件となります。
3．更新年度に研修会の参加義務を果たしている場合、活動会員として更
新され翌年度より4年間（ＳＩA会計年度4期）有効となり、公認スキー学
校の構成メンバーとなれます。但し、この期間中救急法の受講を有効
期限内に修了し、更新しなければいけません。もし、更新しない場合は
維持会員となります。
4．更新年度に研修会の参加義務を果たしていない場合は維持会員となります。

5．維持会員が活動会員になろうとする場合は、研修会の参加義務を果
たし届け出ると、届け出日より活動会員となります。（下記の更新日に変
更はありません。入会年月日に応じたものとなります。）

現在の有効単位と更新日は宛名ラベルでご確認いただけます。
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○
○
○

○
○
○
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～
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2018/10/1
2019/10/1
2020/10/1
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2025/9/30

2022/9/30
2023/9/30
2024/9/30
2025/9/30

期間（SIA会計年度）

有効単位について
現在の有効単位に反映される会期更新日
40期 41期 42期 43期

会員研修規程運用に関する説明（平成24年10月1日より施行）

維持会員から活動会員への復帰について

《活動会員の必要条件》
・ 研修会参加（4年間に8単位取得）　　・ 救急法講習会修了　　・ 公認スキー学校に所属
維持会員が活動会員になろうとする場合は、これらを果たし、届出ていただく必要があります。

●研修会参加義務（4年間に8単位取得）を果たしていない場合●

●救急法講習会を修了していない場合●

前回の更新時に不足していた単位（※）を取得した後に、「活動会員復帰申請書」を申請料（1,000円）とともに提出してください。
※ご不明な場合は、SIA事務局までお問合せください。

「救急法講習会　受講の手引き」をご覧いただき、修了証等のコピーをSIA事務局に提出してください。

・消防署普通救命講習　・消防署上級救命講習　・日本赤十字社救急法基礎講習　・消防署応急手当普及員養成講習　・日本赤十字社救急法救急員養成講習

新型コロナウイルス感染症の
影響による特別措置について

新型コロナウイルス感染症の
影響による特別措置について

● 42期（2020.10.1～2021.9.30）分として全会員に2単位ずつ付与しました。
● 43期（2021.10.1～2022.9.30）分も無料とします。

2020年1月以降に切れる（または切れた）会員については延長を認めています。
取得期限は最大 2022年5月末日までとします。
ただし、今後のコロナウイルスの状況を鑑みながら、早期の取得を推奨します。

（43期は無料）

（43期は無料）



3. 資格更新　 （2）活動会員は下記に定める救急法講習会のいずれかを受講し修了する。
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会員研修会の単位も取得できます。
・SIAまたはSIA各支部主催の講習会等に参加した場合、申請方法・登録料等については、主催者の指示に従ってください。
・個人で受講した場合、認定証・受講証・修了認定カードのコピー（画像可）に単位登録申請用紙と登録料を添えて、SIA事務局に提出してください。
　※単位取得を希望しない場合は、単位登録申請用紙と登録料は不要です。
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体力と動作の科学㉑  転競技①レース分析
新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター

三浦 哲

　日本スキー学会第32回大会を2022年3月6日（日）～9日（水）に開催いたし
ます。SIA会員研修単位が認定されています。詳しくは、SIA会員サイトイベ
ントスケジュールや日本スキー学会ＨＰをご覧ください。テーマは、「スノース
ポーツ技術の科学」として、アルペンだけでなく、クロスカントリーについても取
り上げています。開催方式はオンラインと対面のハイブリッド方式です。会場
は、新潟県妙高市のロッテアライリゾートです。世界一のホテルリゾートとして
受賞していますので、対面でご参加される方は、そちらもご堪能ください。
　今回は、回転競技の様 な々分析結果からみられるレースの特徴から、競技
力を高めるための方略を考えます。

●完走率
　国際スキー連盟（FIS）アルペンスキーワールドカップ回転競技において、
2017/18シーズンランキング上位30人（男女）を、第1シード選手15人、第2 
シード選手15人の2群と日本人（男子のみ過去20年でワールドカップ出場した
8名）に分け、ワールドカップ戦績が分析されています（吉川，2018）。男子の第
1シード選手は、第2シード選手よりも完走率が統計的に有意に高いですが、
女子では有意差がみられませんでした。順位と完走率の関係は、男子の第
１・第２シード選手内において弱い相関関係が見られましたが、女子選手では
相関関係は見られませんでした。日本人男子選手の完走率は、第1シード及
び第2シード選手に比べて有意に低い結果でした。スタート順によりコースが
変わってくる可能性もあり、一概にはいえませんが、男子では完走率が競技レ
ベルや順位に関わり、完走できる技術と戦略が必要になるといえます。

●斜面とタイムの関係
　ワールドカップやファーイーストカップ（大陸毎のカテゴリ）において、上位（1
～15位まで）のコース全体のタイムと中斜面及び急斜面区間タイムで中程度
から強い相関が認められており（近藤と竹田，2016・2017・2018）、緩斜面よりも
強い相関がみられる傾向でした。
　2016年のアルペンスキーワールドカップ苗場大会回転競技のトップ30位選
手のタイムでは、人工的に作られた斜面変化箇所（ウェーブ）やスルーゲート
で、タイムのばらつき（変動係数）が大きく、タイム差がつきやすい区間であるこ
とが示されました。全体タイムと区間タイムの関係は、ウェーブ・フラットだけでな
く、斜面変化のないフラットな区間も強い相関が示され、ウェーブ・フラットの両
方のターン技術向上により、タイム短縮が可能となることが示されています（中
里ら，2017）。

●滑走ライン
　同様にワールドカップやファーイーストカップの分析における滑走ラインで
は、上位群に対し、その下の群では旗門の横及び下部でターン弧が大きく膨
らむ滑走ラインとなる傾向が示されました（近藤と竹田，2017（図1）・2018）．

●技術的ポイント
　上位選手に対し、下位選手はストックを突くタイミングが遅い、外向・外傾姿
勢が浅い傾向が指摘されています（近藤と竹田，2016・2017・2018）。また、
ターン切り換えや始動で、エッジの切り替えやスキーの方向付け、荷重の遅れ
や、臀部位置が低く比較的後傾姿勢、両脚の内傾が浅く，スキーのトップが開
きだすシェーレンが多くのターンでみられたとしており、これらを改善することが
重要といえます（近藤と竹田，2017・2018）。

●今後の研究
　タイムは、滑走速度の増減により影響を受けます。近年、短い区間や瞬間
的な速度が計測可能になりつつありますが、まだ正確に長い距離の速度変
化を示すことは難しい状況です。現在は、様々な計測法が工夫され、レー
ザー距離計（三浦たち，2016：図2・3）や高精度GPS（Takeda et al, 2016）を
用いて、様 な々コースや状況における分析により、練習や指導の確認や示唆
が得られることを期待しています。また、女子のレースの分析例も少なく課題と
いえ、今後の分析が期待されます。

図1　滑走ライン分析結果（1本目8位以内選手（TOP），第2シード以降から1本目
　　  30位以内選手（A2S）3名，日本人選手（JPN）5名：近藤と竹田，2017）

図2　滑走軌跡（選手A：赤、選手B：青，三浦たち，2016）

【文献】　吉川 昌則．2018．アルペンスキー競技における技術要因の検討に関する一考察－ワールドカップスラロームにおける完走率から－．日本スキー学会 2018 年度秋季大会講演論文集．
近藤 雄一郎, 竹田 唯史．2016．アルペンスキー回転競技におけるタイム分析―2016 Far East Cup（Jisan）を対象として―．スキー研究．13（1）．p.49-57．
近藤 雄一郎, 竹田 唯史．2017．2016 FIS World Cup（Naeba） 回転競技におけるタイム分析－海外選手と日本人選手の比較－．スキー研究．14（1）．p.55-64．
近藤 雄一郎, 竹田 唯史．2018．アルペンスキー回転種目におけるタイム分析― 2017 Far East Cup （Yongpyong）を対象として ―．スキー研究．15（1）．p.83-91．
中里浩介，石毛勇介，袴田智子，田中仁，桜井義久，三浦哲，山根真紀，木村健二，吉田陽平，堀田朋基．2017．アルペンスキーワールドカップ苗場大会におけるスラローム競技のタイム分析－ 1 本目 Top30 を
対象として －，第27回スキー学会大会講演論文集，p.66-69．
三浦哲，宮本直人，磯村明宏，森本達郎，畠山望，宮本明．アルペンスキー競技大会における滑走評価のための簡易計測の試み．日本スキー学会第26回大会講演論文集．2016，pp.82-83．
Takeda, T., Kondo, Y., Yamamoto, K. Coaching ski and snowboard using GPS device. The 2nd Asia-Pacific Conference on Coaching Science Abstract. 2016: 67-68.

速度(m/sec)

図3　滑走速度変化（選手A：点線、選手B：実線，
　　 時間軸からの直線は各旗門通過時間，三浦たち，2016）
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テレマークスキー・ステージⅠ

テレマーク斜滑降
シュテムテレマークターン
ベーシックロングテレマークターン
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ショートターン

シュテムターン（中斜面）
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ショートターン
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テレマーク横滑り
ベーシックショートテレマークターン
ロングテレマークターン
バックステップターン

テレマークスキー・ステージⅡ

アルペンスキー・ステージⅢ
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カービングターン
ショートターン
総合滑降
エアー（ジャンプ）

スノーボード・ステージⅢ
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8の字スケーティング
ショートテレマークターン
スーパーロングテレマークターン
リズム変化（ロング・ショート）

テレマークスキー・ステージⅢ
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シュテムターン（ナチュラルバーン含む）
ロングターン
ショートターン（コブ）
総合滑降
ゲート（ＧＳ）

アルペンスキー・ステージⅣ
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D初歩のターン
カービングターン
ショートターン不整地
総合滑降（エアースイッチ含む）
エアー（トリック含む）
ポール体験

スノーボード・ステージⅣ
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スーパーショートテレマークターン
バンプライド（コブ）
フリー滑走
ジャンプ
ポールライド（体験）

テレマークスキー・ステージⅣ

2021-2022指導実習テーマ（ステージⅡ～Ⅳ）A
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アルペンスキー・ステージⅡ

アルペンスキー・ステージⅣ

スノーボード・ステージⅡ

スノーボード・ステージⅣ

テレマークスキー・ステージⅡ

テレマークスキー・ステージⅣ
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アルペンスキー・ステージⅢ スノーボード・ステージⅢ テレマークスキー・ステージⅢ

①プルークボーゲンの導入　
②シュテムターンの導入
③シュテムターンからロングターンの導入
④ずれを使ったショートターンの導入

①ずれの多いロングターン～
　よりシャープなロングターンへの導入
②ずれの多いショートターン～
　よりシャープなショートターンの導入
③内倒のためスキー操作が上手くが出来ない
　スキーヤーに対しての指導
④外足の捉えが弱いスキーヤーに対しての指導　
⑤後傾のためスピードコントロールが出来ない
　スキーヤーに対しての指導
⑥深まわりターンが出来ないスキーヤーに
　対しての指導

ビデオアナリシス指導（ビデオ分析＋指導法）

①スケーティングと片足装着での滑走から
　停止への導入(両サイド）
②横滑り(トウサイド)の導入
③トウサイドからヒールサイドの
　ワンターンへの導入
④ヒールサイドからトウサイドの
　ワンターンへの導入
⑤初歩のターンからスライディング
　ターンへの導入

①スライディングターンからカービング
　ターンへの導入
②ショートターンへの導入（両脚操作）
③エアースイッチの導入（フロントサイド
　またはバックサイド）
④カービングターンでターン前半で
　テールの振り出しが強い人への指導
⑤スピードコントロールが出来ない
　スノーボーダーへの指導
⑥フェイキーターンが苦手な
　スノーボーダーへの指導

ビデオアナリシス指導（ビデオ分析＋指導法）

①テレマークポジションの説明と
　テレマーク直滑降の指導
②テレマーク斜滑降と山回りの指導
③プルークテレマークターンができる人を、
　シュテムテレマークターンへ導入
④バックステップターンの有効性の説明と指導
⑤前後差が少なく不安定なテレマーク
　ポジションの人を、安定したポジションへ
⑥ターン後半に内倒になる人を適正な
　テレマークポジションへ

①「ダイレクトA」についての説明と
　それを使って連続ターンへ導入
②「ダイレクトA」でベーシックロング
　テレマークターンの指導
③「ダイレクトA」でベーシックショート
　テレマークターンの指導
④ターン後半に上体が内向しすぎる人を改善
⑤バランスを高めるテクニカルトレーニングを
　2つ挙げ、動作説明と実践
⑥荷重を強めるテクニカルトレーニングを
　2つ挙げ、動作説明と実践

①「プルークスタンスを使って」「ダイレクトA」
　「ダイレクトB」を比較説明と実践
②「ダイレクトB」でロングテレマークターンの指導
③「ダイレクトB」でショートテレマークターンの指導
④「重心移動」の練習に有効なテクニカル
　トレーニングを2つ挙げ、動作説明と実践
⑤「エッジング」の練習に有効なテクニカル
　トレーニングを2つ挙げ、動作説明と実践
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アルペンスキー・ステージⅡ検定会

アルペンスキー・ステージⅢ検定会

アルペンスキー・ステージⅣ検定会

スノーボード・ステージⅡ検定会

スノーボード・ステージⅢ検定会

スノーボード・ステージⅣ検定会

テレマークスキー・ステージⅡ検定会

テレマークスキー・ステージⅢ検定会

テレマークスキー・ステージⅣ検定会

2022年3月  1日～  3日

2022年3月  2日～  4日

2022年3月  2日～  4日

2022年3月11日～13日

2022年3月16日～18日

2022年3月16日～18日

2022年3月  1日～  3日

2022年3月  2日～  4日

2022年3月  2日～  4日

2022年3月11日～13日

2022年3月16日～18日

2022年3月16日～18日

2022年4月  6日～  9日

2022年3月  2日～  4日

2022年3月16日～18日

2022年3月 2日～  4日

2022年3月16日～18日

2022年4月 6日～  9日

2022年3月11日～13日

2022年3月11日～13日

2022年4月 6日～  9日

めいほうスキー場

山形赤倉

菅平高原スノーリゾート

朝里川温泉スキー場

神立スノーリゾート

志賀高原一ノ瀬スキー場

めいほうスキー場

山形赤倉

菅平高原スノーリゾート

朝里川温泉スキー場

神立スノーリゾート

志賀高原一ノ瀬スキー場

安比高原

山形赤倉

神立スノーリゾート

山形赤倉

神立スノーリゾート

安比高原

朝里川温泉スキー場

朝里川温泉スキー場

安比高原

西日本支部

北東北支部・南東北支部

長野東北信支部・長野中信支部

北海道支部

関越支部

志賀高原支部

西日本支部

北東北支部・南東北支部

長野東北信支部・長野中信支部

北海道支部

関越支部

志賀高原支部

SIAフェスティバル

北東北支部・南東北支部

関越支部

北東北支部・南東北支部

関越支部

SIAフェスティバル

北海道支部

北海道支部

SIAフェスティバル

日　程行　事　名 協　力会　場

問い合わせ先

hsia@hotmail.co.jp北 海 道 支 部 支部長 佐藤 一臣 三浦雄一郎&スノードルフィンスキースクール 札幌 TEL 090-9758-2474

E-Mail担当・所属校 連絡先

takafuku@voice.ocn.ne.jp北 東 北 支 部 支部長 高橋 貴士 八幡平リゾートスノーアカデミー TEL 090-8922-5525 /FAX 0195-78-3091

katsu-ya@poem.ocn.ne.jp南 東 北 支 部 支部長 梁取 克昌 AIZU ウインター スクール TEL/FAX 0242-62-4124

hironori.tanaka@naebasnow.jp関　越　支　部 支部長 田中 宏典 苗場スノースクール TEL 090-4855-4300
FAX 025-789-4969（FAXは冬期のみ）

seri@muh.biglobe.ne.jp志賀高原支部 支部長 芹川 正弘 ワイズスノー&アウトドアスクール TEL 0269-24-2180／FAX 0269-24-2181
TEL 047-458-7861（夏期）

sk_bnr32skylinegt_r@yahoo.co.jp長野東北信支部 支部長 木村 信貴 なかにしスキー塾 TEL 090-2835-6281／FAX 0268-75-8485

macha_ki_powder@yahoo.co.jp長野中信支部 支部長 井村 正章 Hakuba 47 スキーアカデミー TEL 090-9059-9762 /FAX 0263-88-6121

tatsundo_0112@yahoo.co.jp西 日 本 支 部 支部長 栗原 立人 めいほうプロスキースクール TEL 090-8516-7150 /FAX 0575-87-0500

info@sia-japan.or.jpそ　　の　　他 SIA事務局 TEL 03-5542-5907／FAX 03-5542-5908

各行事の詳しい要項・申込用紙等は、SIAホームページ（www.sia-japan.or.jp）から出力し、使用してください。出力出来ない方は、SIA事務局にご連絡ください。

2021-2022検定会（ステージⅡ～Ⅳ）
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SIA公認校で日々活動している
会員の方をリレー形式でご紹介
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　会員の皆様こんにちは。
　石川プロスキースクール所属の阿部貴志と申し
ます。
　生まれも育ちも雪のない神戸に生まれ育ちまし

会員
紹介

阿部 貴志さんよりの次号紹介予定会員

小川 純子さん（ジャムプロスキースクール）

初校／2022.1.13

たが子供のころは家族に兵庫県北部にある神
鍋高原に年に何度か連れて行ってもらい2つ上
の兄の背中を追っかけハの字でスピードを追い
求めて滑っていました。大学の時にボランティアで
初めてスキーを教えるときに、初めてスキースクー
ルに入って教え方を教わりました。その後アメリカ
のコロラド州で留学しロッキー山脈でスキーを楽
しみ世界を放浪した後に1シーズン石川プロス
キースクールでお世話になりましたが、その後仕
事も忙しく10年くらいスキーのインストラクターとし
ての活動は休んでいました。
　仕事がひと段落し30歳半ばからまたスキーイン
ストラクターとして働くようになりました。学校団体旅
行中心に教えていましたが、だんだんと志賀高原
に海外のお客様がスキーに来ていただき、英語で
のレッスンの機会も増えてきました。現在はコロナで

海外のお客様が来られない状況ですが早く元通
りになることを祈っています。
　スキーの技術の向上も、まだまだあきらめておら
ず、真面目に練習していますし、現在ステージⅢも
受験中です。まだまだスキーのわからないことが多く
新しい発見の毎日です。
　5年ほど前から特殊伐採といって重機などが入
れない家などがあって下から切り倒すことのできな
い木をロープで登って上からだんだんと切っていく
仕事もしています。お困りの木があればご相談くだ
さい。体幹が鍛えられスキーのトレーニングにもなっ
ていると思います。
　これからも皆様どうぞよろしくお願いします。

阿部 貴志さん 
アルペンスキー・ステージⅡ

所属校／石川プロスキースクール

NEXT

　SIA会員の皆様こんにちは。札幌のマミ・スキース
クールに所属しております北見と申します。
　私がスキーを始めたきっかけは、地元が1972年冬
季札幌オリンピックのアルペンスキー会場の手稲山
だった事です。3歳からスキーを始め、ずっとアルペン

北見 優さんよりの次号紹介予定会員

前田 敦子さん（小樽天狗山スノースクール）

スキーの世界にいました。学校から帰るとすぐに手稲
山に上がり毎日練習に明け暮れていました。
　大学の時にマミ・スキースクールにインストラクターと
して所属させて頂きました。
卒業後、就職を機にスキーとは一度離れましたが、5
年前に仕事を辞めた事をきっかけに10年のブランク
はありましたが、再度同スクールに所属させていただ
いております。
　現在は冬のインストラクター業務とは別に、強化
チームをもたせていただきSIAの検定合格はもちろん
のこと、ゴールドを取得した子供達への更なる技術の
向上、更には大会で勝つことができるように指導をさ
せていただいております。このチームは一年中活動し
ており、オフシーズントレーニングとしてインラインスケート
やフィジカルトレーニングを行っております。一年を通し
て子供たちを指導することで、個 の々スキーでの良くな
い癖や得意なところをしっかりと見て、オフトレでそこを

直す、あるいは伸ばす事ができます。まだ数年ですが
数サイクルやってみてオフトレをちゃんと頑張った子は
冬に結果を出せる事が多く、コーチとしてその現実に
とても驚き、また感動しています。
　昨今はコロナの影響で夏も冬もトレーニングへの弊
害が色 と々でており、子供達のモチベーションを保つ
のも私たちコーチには困難な事となっています。しかし
子供達はスキーが大好きでとても楽しみながらいつも
練習に励んでいます。その姿にこちらも力をもらい、子
供達と共に成長させてもらっています。今シーズンも
コーチとして子供達を全力で指導・サポートしていき
たいと思います。
　最後に、新型コロナウィルス感染症が1日も早く収束
し、多くの人がまた安心してスキーを楽しめますように。

北見 優さん
アルペンスキー・ステージⅣ

所属校／マミ・スキースクール

NEXT

　皆さんこんにちは。ウェルネススノースクール所属の中村真大と申

します。既にご存知の方も、初めましての方も、宜しくお願いします。

　私とスキーの出会いは高校生の頃まで遡ります。それまでは、

サッカーに野球、空手にボクシングと、好奇心旺盛な性格の為、

様 な々スポーツ、格闘技等に挑戦しておりました。極端な負けず

嫌いで、勝負に負ける事はもちろん練習している所を見られるの

が嫌でコッソリ練習していたのを覚えています。

　周囲からは『何でも出来るが、どれも一流以下』と評価されていま

した。スキーを初めて体験した時は、2泊3日での旅行でした。結果

はダメダメでした。とにかく怖くて歯を食いしばってプルーク直滑降し

てたのを覚えてます。帰りの車中、悔しくて仕方ありませんでした。

　その時以降仕事やら、何やらでスキーには行かなくなりました。

中村 真大さんよりの次号紹介予定会員

酒井 綾子さん（苗場スノースクール）

　10年ほど経った頃、ひょんな事からスキーと再会します。友人達と

行った旅行で、経験者である友人達に置いてけぼりにされました。

その事が余程悔しかったのか、それからというものスキーにのめり込

む様になりました。

　毎年何かしらの目標を立ててゲレンデに行きました。不思議な

事に集中すればする程、熱中すればする程、失敗したりコケた

り、それによる人の目や笑い声も全く気にならなくなりました。人に

聞く事すらも恥ずかしかった僕ですが、この頃はとにかく上手くな

りたい一心でした。今もこの頃の『想い』を大切にしております。

　その後、初めてお世話になったスクールでは滑りの面でも、生

徒に接する態度でも、全てにおいて自分の目標である憧れの先

輩に出会う事が出来ました。

　以来、約8年こんなに熱中したスポーツは初めてです。僕の所

持してる全てのスキー板には羽根のステッカーが貼ってあるので

すが、これには意味があり、一つは『技術が“羽ばたく様に”飛躍

します様に』、もう一つは憧れの先輩を後ろから見ていた時の

滑ってる姿が、まるで鷲が翼を広げた様なイメージだった事に由

来します。今でも鮮明に記憶に蘇ります。その先輩に少しでも近

づける様に日々 練習の毎日です。

　個人的には、スキーに限らず全てのスポーツにおいて一番難

しい事は、『努力しても報われないかもしれない所で、同じ情熱、

気力、モチベーションをもって継続する事』だと思います。そして、

もし才能というものがあるとすれば、それこそが才能だと思っていま

す。

　まだまだ未熟で若輩者ですが、逆に言えば受講生により近い

（心境的にも技術的にも）立場とも言えますので、願わくば僕みた

いにスキーを大好きになって、続けてくれる人を増やしていければ

良いなと思っております。

　最後に、インストラクター生活において最も大事にしている言

葉を紹介し、結びの言葉とさせて頂きます。

　『普通の教師は言わなければならないことを喋る。良い教師は

わかりやすいように解説する。優れた教師は自らやってみせる。

そして、本当に偉大な教師というのは生徒の心に火をつける。』

　『好奇心。これこそが学習というロウソクの芯になる。』

　　　　　　イギリスの哲学者、ウィリアム・アーサー・ウォード

長文読んで頂きありがとうございます。

中村 真大さん
アルペンスキー・
ステージⅡ

所属校／
ウェルネス スノースクール
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　こんにちは。戸隠フランススキー学校の三竹
です。
　３歳でスキーを始めて今年で４〇年、好み
がどんどん変化する中で唯一「好き」が褪せる
ことがなかったのがスキーです。
　秋田の協和スキー場でスキーを教わり、小４
の文集で「将来はスキーのインストラクターにな
ります」とハッキリ宣言しています。実際に自分が
スキーを教えるようになったのは大学生になっ

てすぐ。夢が現実になった瞬間でした。３０歳
頃から技術選にもチャレンジしてきましたが、思
うような成績を出すことが出来ず、段 と々練習
するのも苦痛になっていきました。大好きだった
はずのスキーなのに泣きながら練習する日々。
今後、スキーとどう向き合っていくべきなのか、ス
キーが好きなままでいられるのだろうかと悩んで
いた時に友人に誘われて参加したのが佐々
木常念キャンプでした。そこで、目から鱗、目の
前がぱっと明るくなる感動の経験をしました。ど
うしても上手くいかなかった滑りが、たった一言
のアドバイスで突如として出来るようになったの
です。
　この経験が私のスキーとの関わり方を変えま
した。私は「成績を出したい、上手くなりたい」よ
りも「多くの人に感動を与えられるスキー指導
者になりたい」と思うようになり、それからは戸隠
フランススキー学校の非常勤講師として、常念
キャンプのアシスタントとして活動するようになりま

した。そこで、スキー技術はもちろん、指導法、多
くのバリエーション、レッスンの雰囲気づくりなど
沢山のことを学ばせてもらっています。
　オフシーズンにはピスラボレッスンだけでなく、
登山やクライミングを通してお客様との交流を
深めています。年間を通じて活動することでス
キー上達に必要な身体の作り方などもお客様と
一緒に考えていくことが出来るようになりました。
　子供のころからの夢であり、やりたいと願って
全力で進んできたこの道で生きていけるのは本
当に幸せです。好きなことを多くの方 へ々伝える
この仕事が本当に楽しいです。好きだから、楽
しいから続けられるのだと思います。
　やりたいと思った時の気持ちをずっと持ち続
け、この環境を与えてくださったすべての方に
感謝することが、私がスキー指導者を続ける原
動力です。

スキー教師を続けていくためのヒント
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NEXT

三竹 はるみさん
アルペンスキー・ステージⅣ
所属校／戸隠フランススキー学校

三竹 はるみさんよりの次号紹介予定会員

稲見 紫織さん（Ski-est 乗鞍）

協会ホームページ「会員ログイン」について

・SIA NEWSバックナンバー
・行事スケジュール
・SIAフェスティバルで行われた講習会等の動画
・インタースキー報告書

・レッスンやスクール受付業務でご使用いただける外国語資料
・会員のための“オフシーズンの情報提供の場”
・各種申請書
・メダル注文、ネームプレート注文フォーム

主な掲載内容

閲覧するには、全会員共通のUsernameとパスワードの入力が必要となります。

【Username】sia-member　【パスワード】8a943v

STEP
1

SIA公式ホームページのTOP画面から
「会員ログイン」のリンクをクリック。

STEP
2

STEP
3

sia-member

8a943v

「会員ログイン」画面で上記「Username」
と「パスワード」を入力し「ログイン」をク
リック。

「会員専用ページ」にアクセス。
様々な情報を掲載しております。

「会員専用ページ」を設置し、会員の皆様のみが閲覧出来る情報を掲載しています。
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SIAの活動と取り組みにご協力頂いてる賛助会員よりインフォメーションSIAの活動と取り組みにご協力頂SIAの活動と取り組みにご協力頂SIAの活動と取り組みにご協力頂SIAの活動と取り組みにご協力頂いてる賛助会員よりイン賛助会員よりイン賛助会員よりインフフフォォォメーションメーションメーションメーションメーションメーションメーションSIAの活動と取り組みにご協力頂いてる賛助会員よりインフォメーション
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株式会社石井スポーツ
　www.ici-sports.com

株式会社アイ・シー・ジャパン
　www.ic-j.co.jp

株式会社アプルラインド・ジャパン
　www.applerind.jp

株式会社ドリームゲート
　www.aspen-skishop.com

ヘルト株式会社
　www.held.co.jp

MDVスポーツジャパン株式会社
　www.mdvsports.co.jp

ミズノ株式会社
　www.mizuno.co.jp

ＹＡＭＡＧＡ ＢＬＡＮＫＳ
　yamaga-blanks.com/ski/

山本光学株式会社
　www.yamamoto-kogaku.co.jp

ミレー・マウンテン・グループ・ジャパン株式会社
　www.millet.jp

アメアスポーツジャパン株式会社
www.amerjapan.com／www.salomon.co.jp

株式会社岩手ホテルアンドリゾート
　www.appi.co.jp

エランジャパン株式会社
　www.elanjapan.co.jp

ルフタスポーツウェアジャパン合同会社
　www.icepeak.fi/

株式会社小賀坂スキー製作所
　www.ogasaka-ski.co.jp

オンヨネ株式会社
　www.onyone.co.jp

株式会社レクザム
　www.rexxam.com

株式会社ロータスインターナショナル
　www.lotusint.co.jp

デサントジャパン株式会社
　www.descente.co.jp

日本ケーブル株式会社
　www.nipponcable.com

株式会社テクニカグループジャパン
　www.tecnica-group.co.jp

東急少額短期保険株式会社
　https://plan.tssi.co.jp/play/

ジャガー・ランドローバー・ジャパン株式会社
www.jaguar.co.jp / www.landrover.co.jp

グループ・ロシニョール株式会社
groupe.rossignol.co.jp

株式会社クロスプロジェクトグループ
　www.x-pg.com

株式会社ゴールドウイン
www.goldwin.co.jp／www.fischer.co.jp

株式会社シナノ
　www.sinano.co.jp

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
　www.aioinissaydowa.co.jp

有限会社ベイリーフ
　www.yoroi-blp.com

HEAD Japan 株式会社
　www.head.com

ハマリ産業株式会社
　https://www.hamari-health.jp/

株式会社ハンクス
　http://www.kei-ski.co.jp

株式会社プレスト
　www.presto-pre.com

株式会社マックアース
　www.macearth-web.com

NORTHRANGE
　www.northrange.jp

株式会社マンネット
　www.mannet.co.jp/

株式会社クアトロデザイン
　www.quattro.tokyo

木村商事株式会社
　http://www.kimura-trading.co.jp/

株式会社ブルーモリス
　http://www.bluemoris.com/

SIA賛助会員一覧 SIAは下記の法人賛助会員、個人賛助会員の皆様に、多様な形でご支援いただいています。

個人賛助会員一覧（敬称略）
阪田　幸信 小澤　征爾 佐藤 　亮 佐藤　兼子 柴田恵美子 竹石　惇樹 中野　孝 西倉　静夫 稲村　圭一 
加藤　聡 新井　裕三 佐合　和夫 小堀　博彦 舟橋　洋 谷畑　隆夫 小林　和子 愛甲　勝久 安部　明人 
細貝　正紀 縣　　信哉 幸保　浩司 本山　公平 本山美津子 本田　清人 後藤　響子 林　　永信 大島　和子 
鈴木　智 秀島　一生 八代　益 佐藤　開 伊東　善文 柴崎　秀子 和田　幸子 前河喜美子 川端　潤一 
下山　達也 小松　直喜 廣村　賢治 石原　重厚 藤田冨美子 荒木　俊樹 後藤　照雄 佐取　広久 山本みゆき 
増山　一 古池　道弘 手取屋岳夫 吉田　宗弘 黒川　正博 大島　智朋 藤田　繁 坂村　英之 坂村美代子 
安藤　滋敏 山本　良樹 阿部　武彦 木村　濱雄 梶井　晃 杉山　進 本間　政雄 石山亜希実 中山　和子 
稲田　信一 大森　和子 石川　止善 岩楯　駒子 四方すすむ 伊東　清光 多田　正樹 歌田　勝弥 歌田　作子 
毛塚　明美 古藤　黎子 下田　裕二 流石　康一 藤木　忠善 森川　哲己 長谷　哲生 大平　正春 秋吉　保廣 
土屋　清三 神蔵　弘昭 小松　孝行 野原　勝敏 並木　すみ 清水　正也 伊藤　哲也 大楠　晴海 大楠　文代 
阿部　耕司 阿部　真紀 望月　國平 小林　修一 細川たかし 矢沢日出子 大神田裕司 戸丸　瑞世 戸丸　隆三 
佐藤　節也 清宮　始 関戸　啓子 本杉　佳子 岡崎　正人 細川　真理 豊田　道次 大堀　堯義 下山　修 
海宝　雄太 土田　茂 江畑千恵子 平田　孝夫 小上　忠 髙木　正博 見谷　昌禧 園原　孝子 青木　惠子 
岡本　初子 檜野　勝衛 福興　孝子 杠　　一義 梶原　彬實 小野木　淳 濱野　優子 藤本　幸二 丸山　正廣 
後藤　圭二 佐藤　晴雄 池田　祐久 池田　直樹 池田　有輝 王　　万永 中釜　恵里 吉田　良作 鷲見　浩平 
高田　徹 高田　万友美 大久保恵美子 本杉　恵子 島﨑　勉 山口多喜二 熊谷　康雄 熊谷　眞理 井上　裕明 
木村　憲司 青木　惠 青木美枝子 金子　直樹 中嶋　弘二 立川　洋一 愛宕　あもり 小林　誠 中泉　徹 
奈良　安貴 山下　淳 中尾　文彦 木村　康則 里中　俊英 岩代　雅樹
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740円（税込）【価　格】

ISIAワッペン
〔横78㎜×縦61㎜〕
ISIA会員
（スノースポーツ教師
 ステージⅢ・Ⅳ有資格者）
本人使用分のみ販売
880円（税込）

エンブレムワッペン
（ブレザー用）
〔横68㎜×縦70㎜〕
SIA正会員
（スノースポーツ教師
 有資格者）
本人使用分のみ販売
5,500円（税込）

エンブレムワッペン
（スキーウエア用）
〔横63㎜×縦58㎜〕
SIA正会員
（スノースポーツ教師
 有資格者）
本人使用分のみ販売
880円（税込）

会員バッヂ
SIA正会員
（スノースポーツ教師
 有資格者）
本人使用分のみ販売
1,285円（税込）

ワッペン／エンブレム／会員バッヂ SIAステッカー

販売物紹介

◆現金書留の場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・送付先／〒104-0032東京都中央区八丁堀2-2-9 コバキンビル3F　公益社団法人日本プロスキー教師協会

◆銀行振り込みの場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・振込先／三井住友銀行京橋支店　普通預金　7098636　公益社団法人日本プロスキー教師協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※送付先等を FAX.03-5542-5908、若しくは E-mail: info@sia-japan.or.jp でご連絡ください。
◆郵便局「払込取扱票」の場合・・・・・・・・振込先／東京 口座記号 00100‐7 口座番号 53８041 加入者名 公益社団法人日本プロスキー教師協会

現金書留若しくは銀行振込でSIA事務局へお申し込みください。
申
込
方
法
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【発行日】2020年11月
【価　格】SIA会員：3,000円（税込）
　　　　　一般の方：3,520円（税込）

【発行日】2021年1月
【価　格】2,200円（税込・送料込）

今までの「教科書」というスタイルから脱却し、

真の「実用化」を重視しています。

写真や文章でイメージできない場合など、

掲載されたQRコードを読み取ることにより、そのページの内容の滑りを、

室内だけでなくゲレンデやリフトの上などの屋外でも

動画でチェックすることができるようになっています。

また、各検定（ステージＩ～Ⅳ）種目に関しての滑りや、

着眼点も明確に記し、これらも動画でチェックすることが可能です。

今まで、検定における筆記試験のために使用されていた「教程」ですが、

今回の改訂により、各学校で、または教師個 が々、

検定前に限らずあらゆる予習ができる、

研鑽のためのツールとして「動く教程」へと進化しました！

SIAオフィシャルメソッド

SIAオフィシャルメソッドスノーボードプラス

Part1、Part2の2部構成

Part1ではテクニックの紹介やポイント解説に加えて、

検定で求めている滑りやレッスン時の使い方も含めてまとめています。

Part2では初中級者から上級者までのレッスンの展開例や

テクニカルプログラム、マテリアル、セッティングを紹介しています。

SIAオフィシャルメソッドと併せてご活用ください。
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740円（税込）【価　格】

ISIAワッペン
〔横78㎜×縦61㎜〕
ISIA会員
（スノースポーツ教師
 ステージⅢ・Ⅳ有資格者）
本人使用分のみ販売
880円（税込）

エンブレムワッペン
（ブレザー用）
〔横68㎜×縦70㎜〕
SIA正会員
（スノースポーツ教師
 有資格者）
本人使用分のみ販売
5,500円（税込）

エンブレムワッペン
（スキーウエア用）
〔横63㎜×縦58㎜〕
SIA正会員
（スノースポーツ教師
 有資格者）
本人使用分のみ販売
880円（税込）

会員バッヂ
SIA正会員
（スノースポーツ教師
 有資格者）
本人使用分のみ販売
1,285円（税込）

ワッペン／エンブレム／会員バッヂ SIAステッカー

販売物紹介

◆現金書留の場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・送付先／〒104-0032東京都中央区八丁堀2-2-9 コバキンビル3F　公益社団法人日本プロスキー教師協会

◆銀行振り込みの場合・・・・・・・・・・・・・・・・・・振込先／三井住友銀行京橋支店　普通預金　7098636　公益社団法人日本プロスキー教師協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※送付先等を FAX.03-5542-5908、若しくは E-mail: info@sia-japan.or.jp でご連絡ください。
◆郵便局「払込取扱票」の場合・・・・・・・・振込先／東京 口座記号 00100‐7 口座番号 53８041 加入者名 公益社団法人日本プロスキー教師協会

現金書留若しくは銀行振込でSIA事務局へお申し込みください。
申
込
方
法
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【発行日】2020年11月
【価　格】SIA会員：3,000円（税込）
　　　　　一般の方：3,520円（税込）

【発行日】2021年1月
【価　格】2,200円（税込・送料込）

今までの「教科書」というスタイルから脱却し、

真の「実用化」を重視しています。

写真や文章でイメージできない場合など、

掲載されたQRコードを読み取ることにより、そのページの内容の滑りを、

室内だけでなくゲレンデやリフトの上などの屋外でも

動画でチェックすることができるようになっています。

また、各検定（ステージＩ～Ⅳ）種目に関しての滑りや、

着眼点も明確に記し、これらも動画でチェックすることが可能です。

今まで、検定における筆記試験のために使用されていた「教程」ですが、

今回の改訂により、各学校で、または教師個 が々、

検定前に限らずあらゆる予習ができる、

研鑽のためのツールとして「動く教程」へと進化しました！

SIAオフィシャルメソッド

SIAオフィシャルメソッドスノーボードプラス

Part1、Part2の2部構成

Part1ではテクニックの紹介やポイント解説に加えて、

検定で求めている滑りやレッスン時の使い方も含めてまとめています。

Part2では初中級者から上級者までのレッスンの展開例や

テクニカルプログラム、マテリアル、セッティングを紹介しています。

SIAオフィシャルメソッドと併せてご活用ください。
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／〒104-0032
　東京都中央区八丁堀2-2-9 コバキンビル3F
　TEL. 03-5542-5907　FAX. 03-5542-5908
　URL　   http://www.sia-japan.or.jp
　E-mail　info@sia-japan.or.jp

問 合 せ／公益社団法人 日本プロスキー教師協会（S I A）
／中島英臣
／杉山公信
／横元信明　久慈　修　江畑昌英
　米花正裕　小池穂高　佐藤紀隆
　里中英二　町田知哉　栗原信子

発 行 元
発 行 人
編 集 人
編集スタッフ

〈予告〉 SIA NEWS Vol.186は2022年6月25日発行予定です。協会登録住所にお届けします。

　会員の皆様の「会費」は協会財源として運営の要になっております。会費を納めやすいようにＳＩＡ年会費「自動払込」のご登録の推進を図っております。
「会員付帯の補償制度加入」や送金手数料が不要になるなどの特典もございます。会友の皆様も会費の納入を失念されることもなく、送金手数料なしで納めていただけます。
お手続に際しましては、以下の内容をご確認いただきますようお願いいたします。
●
●
●
●

●

毎年９月２７日（休日の場合は翌営業日）
毎年６月のＳＩＡニュースに引き落としのご案内を同封致します。
「ＳＭＢＣファイナンス」で表示されます。
正 会 員・ステージⅣ／15,000円
正 会 員・ステージⅢ／13,000円
正 会 員・ステージⅡ／11,000円
認定会員・ステージⅠ／  6,000円
会費の支払は９月３０日迄に納入することになっています。
引き落とし完了と共に「会員付帯の補償制度」へ自動的に加入
手続がされます。「自動払込」手続きをされていない会員の皆
様へは、郵便払込取扱票を毎年6月発行のSIAニュースに同
封いたしますのでご利用ください。

尚、ご不明な点等ございましたら手数ですがＳＩＡ事務局迄ご一報ください。

引落 振 替日
引落振替案内
通帳への印字
引き落とし額

会費の前納

：
：
：
：

：

●

●

●

引き落とし口座の変更がある場合は新たに依頼書の提出が
必要です。（締切：5月末日）
退会（会友制度への手続ナシの場合）が決定しますと自動払
込の登録を削除します。
２年続けてお届けの口座から引き落としが出来ない場合（シキンブ
ソク等）は登録を抹消させていただきます。新ためて「自働払込」を
希望される場合は新規の登録が必要になります。
引き落としが出来なかった場合は事務局より連絡いたします。

口座の変更

退会時の手続

ご 注 意

：

：

：

ＳＩＡ年会費自動払込手続きについて

宛名ラベルの見方

●「No.」／会員番号を示しています。
●「種別」／「活動会員」か「維持会員」であるか
を示しています。「活動会員」になろうとする場
合、①4年間で8単位取得すること、②救急法の
資格が有効であること、③公認スキー学校に所
属していることが必要条件となります。
●｢所属｣／登録されている所属校を示しています。
●「有効単位」「更新日」／「有効単位」は現在の
有効単位を示しています。「更新日」までに8単位
以上の単位取得が必要です。
　※「更新日」を迎えると、次の「更新日」は４年後
となります。更新したことにより、「有効単位」は０
単位と表記されます。４年後の「更新日」までに８
単位取得することにより資格が更新されます。
　※「累積単位」は、20期以降の累積単位を示し
ています。
●「救急法」「有効期限」／「救急法」救急法講習
の受講状況を示しています。
　◎＝日本赤十字社救急法救急員（または同等の
資格、消防署応急手当普及員等）
　○＝上記以外（普通救命講習、上級救命講習、救

急法基礎講習等）
　すでに受講しているにもかかわらず、「救急法」
欄に◎印や○印が付いていない場合、修了証
のコピーをSIA事務局宛にご送付ください。
　「有効期限」は「救急法」の有効期限を示して
います。受講証の有効期限がない場合、SIAとし
ての有効期限3年としています。 
●「会費」／未納会費は、年会費が未納となっている会
期を示しています。
　◆空欄＝未納会費なし。
　◆会費／43＝43期の会費が未納です。
　◆会費／43 42＝43期及び42期の会費が未納
です。
●「保険」／ＳＩＡ正会員総合補償制度の保険番号
等を示しています。
　（あいおい損害保険株式会社４０２６６２５０１－
●●●●の黒丸部分を宛名ラベルに記載して
います）空欄の方は未加入です。
　※この保険は、９月末日までに年会費を納入した
会員のみ適応されています。（補償期間は、１２
月１日～翌１１月３０日）
　このため10月1日～11月30日発行の宛名ラベル
には、保険番号ではなく対象予定であること等
が表示されます。
　※現在未加入の方でも、年会費に2,000円（学
校長は4,000円）プラスしてご入金頂くと追加で
加入出来ます。
●「送付」／シーズン中（１２月～３月）の郵便物送
付先について

　本人のご希望により、“所属スクール宛”若しくは
“協会登録住所（ご自宅）宛”“送付不要”を選択
できます。貴方の送付先については、宛名ラベル
の送付欄が次のように登録されています。
◆送付／Ｓ＝“所属スクール宛”
◆送付／Ｊ＝“協会登録住所（ご自宅）宛”
◆送付／Ｎ＝“送付不要”
　※“送付不要”について
　●御家族に会員がおり、同様の郵便物が重複
している方
　●インターネットを活用しているので、郵便物は必
要ないという方等

「住所等変更」の場合、すみやかに届け出を
　転居等により、住所等に変更があった場合、す
みやかにSIA事務局へ届け出てください。（市町
村合併等による住所表記変更の場合も手続きを
行ってください。）
　ＳＩＡホームページに「住所等変更」届出フォーム
を設置しています。
　（トップページ→会員ログイン→「各種申請書・申
請フォーム」→「住所等変更届出フォーム」）住
所連絡先等の変更をSIA事務局へ連絡するこ
とができます。
メールアドレス登録のお願い
　メールアドレスを登録すると、ＳＩＡから研修会な
どの情報が配信されます。
　登録には、ＳＩＡホームページ内「住所等変更」
届出フォームをご利用ください。
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